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戦
後
ア
ナ
キ
ズ
ム
運
動
史
年
表
　
（
二
）

（
一
九
四
九
年
～
一
九
五
五
年
）

こ
の
年
表
で
は
、
作
成
中
に
＜
直
接
見
る
こ
と
が
出
来
た
文
献
＞
の
み
を

資
料
と
し
て
採
用
し
た
。
そ
れ
に
よ
っ
て
か
な
り
の
数
の
欠
落
部
分
が
あ
る
。

新
聞
・
雑
誌
類
の
記
入
に
欠
号
が
あ
る
の
は
そ
の
た
め
で
あ
る
。
事
件
・
出

来
事
な
ど
に
つ
い
て
も
明
確
な
年
月
日
が
不
明
な
も
の
は
極
力
記
入
を
避
け

た
。
そ
の
欠
落
部
分
を
埋
め
る
た
め
の
協
力
を
お
願
い
し
た
い
。
（
連
絡
は

セ
ン
タ
ー
気
付
で
‥
‥
）

出
版
活
動
の
中
で
＜
平
新
＞
と
あ
る
の
は
「
平
民
新
聞
」
の
こ
と
で
あ
る
。

同
紙
は
東
京
で
聾
亨
を
発
行
し
て
廃
判
じ
、
そ
の
後
広
島
（
H
）
、
岡
山
（

0
）
大
阪
（
堅
福
岡
県
飯
塚
市
（
I
）
と
発
行
所
が
移
っ
て
い
る
。

（
カ
ツ
コ
内
ア
ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
は
発
行
地
略
称
）
正
式
に
連
盟
の
機
関
紙
と

な
っ
て
い
る
の
は
、
平
民
新
聞
　
（
東
京
）
－
－
1
平
民
新
聞
（
岡
山
）
I
I
i
平

民
新
聞
（
大
阪
）
1
－
平
民
新
聞
（
広
島
）
　
－
　
自
由
共
起
新
聞
（
東
京
）

I
i
平
民
新
聞
（
飯
塚
）
で
あ
る
。

飯
塚
で
出
さ
れ
た
の
は
他
に
「
自
由
共
産
新
聞
九
州
版
」
　
（
後
に
「
九
州
自

由
共
塞
新
聞
」
と
改
題
）
が
あ
る
が
、
こ
れ
ら
の
＜
飯
塚
版
V
と
も
呼
べ
る

新
聞
類
は
、
杉
藤
二
郎
ら
北
九
州
堪
能
の
活
動
者
に
よ
っ
て
発
行
さ
れ
た
A

3
版
ガ
リ
版
刷
り
に
よ
る
4
ベ
ー
タ
の
も
の
で
あ
る
。

自
由
共
産
新
聞
（
東
京
）
は
ア
ナ
キ
ス
ト
連
盟
の
初
の
機
関
紙
で
あ
る
が
、

戸

　

　

的

　

　

恒

　

　

也

旧
連
盟
か
ら
つ
づ
く
も
う
一
つ
の
団
体
「
日
本
ア
ナ
キ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
」
に

ょ
っ
て
発
行
さ
れ
た
「
ア
ナ
キ
ス
ト
・
ク
ラ
ブ
」
が
あ
る
。
同
紙
は
1
8
号
よ

り
「
無
政
府
新
聞
」
と
紙
名
を
変
更
し
、
後
に
「
無
政
府
主
義
運
動
」
と
再

度
改
称
し
て
い
る
。

他
に
「
新
文
化
」
　
（
名
古
屋
地
区
）
　
「
世
紀
理
論
」
　
（
大
門
一
梯
）
が
新

聞
類
と
し
て
揚
げ
ら
れ
る
。

雑
誌
類
に
は
、
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
　
「
リ
ベ
ル
テ
」
か
あ
り
、
前
者
は
討
論

誌
、
後
者
は
研
究
義
と
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
る
o
大
衆
啓
蒙
宣
伝
誌
と
し
て

「
自
由
市
民
」
が
大
阪
で
発
行
さ
れ
て
い
た
が
、
調
号
よ
り
「
戦
争
壁
坑
者

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
　
（
W
R
I
）
日
本
支
部
機
関
紙
」
と
し
て
発
行
さ
れ

た
。
今
回
掲
載
分
で
「
ひ
ろ
ば
」
が
創
刊
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は
第
5
回

大
会
で
決
定
さ
れ
た
「
ア
ナ
キ
ズ
ム
」
　
「
リ
ベ
ル
テ
」
の
廃
刊
に
伴
う
新
し

い
＜
総
合
雑
誌
V
と
し
て
企
図
さ
れ
た
。

「
国
際
ニ
ュ
ー
ス
」
は
ア
ナ
連
国
際
局
責
任
者
・
山
鹿
泰
治
に
ょ
っ
て
発

行
さ
れ
、
国
際
局
の
仕
事
と
し
て
は
他
に
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
版
「
平
民
新
聞
」

な
ど
が
あ
る
o

紙
誌
の
内
容
の
中
で
頭
に
特
別
の
印
の
つ
い
て
い
る
論
文
が
幾
つ
か
あ
る
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が
、
こ
れ
は
関
連
論
文
と
理
解
さ
れ
た
い
e

な
お
こ
の
2
回
掲
載
分
に
関
す
る
運
動
の
概
略
的
な
解
説
を
次
回
に
掲
載

す
る
予
定
な
の
で
併
読
さ
れ
た
い
o

ア
　
ナ
　
キ
　
ズ
　
ム
　
遠
∴
動

三
多
摩
自
由
人
座
談
会
（
島
津
宅
）

研
究
会
（
横
浜
・
行
木
宅
）

北
九
州
協
議
会
（
福
岡
）

松
木
千
鶴
（
遠
藤
斌
夫
人
七
死
去

2
・
1
5
～
1
6
　
講
演
会
（
広
島
・
琴
谷
青
年
連
盟
の
主
催
）
栗

原
唯
一
・
青
山
大
学
が
講
演

2
・
2
0
　
関
西
地
協
（
京
都
）

2
・
2
6
　
東
京
地
協
青
年
部
会

3
・
6
　
松
戸
で
宣
伝
活
動
（
東
京
・
青
年
部
）

3
・
9
　
座
談
会
（
塩
山
・
小
鳥
宅
）
石
川
・
遠
藤
ら
が
参
加

2
0
名

3
・
1
4
　
座
談
会
（
山
梨
・
東
雲
村
）
石
川
・
他
2
0
名

4
・
1
　
宮
城
自
由
人
達
盟
第
1
回
協
議
会
（
矢
本
）

4
・
1
9
　
青
森
・
岩
手
・
宮
城
・
同
志
懇
談
会
　
（
仙
台
）

4
・
2
4
　
講
演
会
（
松
戸
・
生
活
擁
護
同
盟
の
主
催
）
副
島
・

松
本
・
布
皆
川
が
講
演

5
・
1
～
8
　
ア
ナ
連
第
4
回
全
国
大
会
（
芝
・
労
働
学
園
）

1
－
－
●
　
3

1
・
独

1
・
3
1

2
・
●
⊥

ク

ー

●

　

l

平
民
新
聞
1
0
3
号
　
○
ガ
ン
デ
ー
の
真
相
（
ア
チ

ヤ
リ
ア
）

3

　

●

　

7

3
・
1
4

3
●
2
1

3
・
怨

，
4
－
●
一
i
－

平
新
1
0
4
号

平
新
1
0
5
号

自
由
新
聞
6
号

リ
ベ
ル
テ
2
号

平
新
1
0
6
号

平
新
1
0
7
号

平
新
1
0
8
号

乎
新
1
0
9
号

自
由
連
合
特
別
号

平
新
1
1
0
号

平
新
1
1
1
号

平
新
1
1
2
号

平
薪
1
1
3
号

リ
ベ
ル
テ
3
号

の
問
題
に
つ
い
て

○
総
選
挙
に
際
し
て
　
（
水
沼
辰
）

○
悲
境
の
松
戸
生
活
擁
護
同
盟

○
代
表
論
（
向
井
）

○
根
強
い
自
治
体
の
ボ
ス
勢
力

○
浅
ま
し
や
共
産
党

○
国
営
人
民
管
理
の
問
題

○
中
小
企
業
協
同
連
盟
へ
の
動
き

発
行
・
連
盟
労
勧
進
動
協
議
会

○
幸
福
な
共
同
村

○
戦
争
は
防
止
で
き
る

○
ア
ン
ケ
ー
ト
／
終
戦
後
の
転
向

6
・
0
0
　
東
神
奈

川
人
民
電
卓

事
件

7
・
4
　
国
鉄
第

一
次
首
切
り

7
・
5
　
下
山
事

件

1
・
1
5
　
三
胎
事

件

8
・
1
7
　
枚
川
事

件

1
0
・
1
9
　
都
公
安

条
例
成
立
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●

1

7

6
●
1
6

6
●
2
5

6
・
2
6

7

　

●

　

1

7
，
　
3

東
京
地
協
婦
人
部
会
（
連
盟
事
務
所
）

九
州
地
方
協
議
会
（
福
岡
）

東
京
・
青
年
部
総
会

全
国
生
活
擁
護
団
体
連
合
会
総
会
（
東
京
・
中
央
労

働
会
館
）
顧
問
に
岩
佐

ア
ナ
キ
ズ
ム
講
演
会
（
福
岡
・
川
崎
村
）
主
催
・
貧

乏
防
衛
同
盟
・
田
形
公
民
館

組
織
問
題
研
究
会
（
東
京
・
李
宅
）

4

－

．

4

4
・
Ⅱ

4
・
2
5

一
h
J
，
一
－
－

5
）
　
●
　
2
－

平
新
1
1
4
号
　
○
社
会
的
ス
ト
ラ
イ
キ
の
提
唱

平
新
1
1
5
号
　
○
世
界
市
民
権
の
問
題

平
新
1
1
6
号
　
○
〝
暁
に
祈
る
〝
事
件

広
島
平
民
新
聞
4
8
号
　
メ
ー
デ
ー
に
際
し
労
働
者

諸
君
に
訴
ふ
　
（
栗
原
）

7
．
3
～
4
　
全
日
本
労
働
組
合
連
盟
結
成

7
．
5
　
ア
ナ
連
労
働
運
動
部
会
（
日
労
関
係
者
ら
）

1
0
・
1
5
～
1
6
　
ア
ナ
連
全
国
委
員
会
（
岡
山
・
貿
易
産
業
会
館
）

平
民
新
聞
の
廃
刊
が
決
定

1
0
・
i
7
　
演
説
会
（
岡
山
）
石
川
・
岩
佐
も
講
演

1
0
・
1
8
　
演
説
会
（
吉
備
町
）

的
．
2
2
　
演
説
会
（
広
島
）
同
夕
（
砥
園
町
）

1
0
・
2
3
　
演
説
会
（
可
部
町
）

Ⅱ
・
3
　
北
九
州
地
協
会
議
（
福
岡
）
久
保
が
参
加

1
2
・
1
5
エ
ス
ペ
ラ
ン
ト
と
世
界
平
和
講
演
会
（
京
都
・
労
働

会
館
）
山
鹿
が
講
演

乎
新
1
1
7
号

平
新
1
1
8
号

平
新
1
1
9
号

平
新
1
2
0
号

平
新
1
2
1
号

平
新
1
2
2
号

術リ
ベ
ル
テ
4
号

〇
日
震
大
会
イ
ス
争
い
で
分
裂

○
中
立
労
組
の
動
向

〇
第
4
回
大
会
報
告

○
大
学
法
反
対
と
ボ
ク
　
（
大
沢
）

○
岐
路
に
立
つ
農
協

○
成
長
す
る
斗
争
意
識
と
ス
ト
戦

8
・
1
5

8
・
2
2

9
・
2
5

1
0
・
1

平
新
1
2
5
号
　
○
全
日
労
結
成
大
会

連
盟
ニ
ュ
ー
ス
3
号

平
新
1
2
6
号
　
○
産
児
制
限
の
是
非
に
つ
い
て

連
盟
ニ
ュ
ー
ス
4
号

平
新
1
2
7
号
　
○
東
芝
の
分
裂
と
人
民
電
卓
事
件

無
政
府
主
義
会
議
6
号
　
○
座
談
「
組
織
問
題
を
語

る」平
薪
1
2
8
号
　
○
反
戦
特
集
（
石
川
他
）

平
新
1
2
9
号
　
○
失
業
問
題
特
集
　
本
号
で
廃
刊

広
島
平
新
5
1
号
　
○
転
換
期
の
労
働
運
動

リ
ベ
ル
テ
5
号
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9
・
2
4
～
2
5
　
ア
ナ
速
第
5
回
大
会
　
（
近
藤
宅
）

9
・
2
5
　
岩
佐
老
喜
寿
を
祝
う
会
（
縮
引
宅
）

1
0
・
2
3
　
逸
見
直
造
詣
回
忌
記
念
集
会
　
（
大
阪
・
中
之
島
公
会

堂）

1
0
・
2
5
　
執
鮮
九
同
志
追
悼
会
（
小
石
川
・
滴
徒
事
）
自
由
人
ク

ラ
ブ
主
催

Ⅱ
・
2
8
　
添
田
唖
蝉
坊
顕
彰
碑
除
幕
式
（
浅
草
寺
）

6
，
　
l
一

6

●

1

0

6
・
1
5

6

　

●

1
・
1
0

7
・
1
0

1
・
2
0

7
・
約

8
・
1
5

9

●

1

6

9
●
2
5

0

，

に

J

l

 

l

英
・
成
瀬
）

ク
ラ
ブ
1
7
号
　
☆
全
国
大
会
の
提
唱

ア
ナ
キ
ズ
ム
2
2
号
　
○
不
平
等
性
理
論
1
（
青
島
）

○
今
後
の
労
働
運
動
に
つ
い
て
　
（
高
島
）
　
☆
だ
れ

が
ア
ナ
キ
ス
ト
か
　
（
鴻
野
）

黒
涛
1
号
　
○
メ
ー
デ
ー
と
く
る
み
斗
争
（
大
沢
）

発
行
・
邦
創
平

ア
ナ
キ
ズ
ム
2
3
号
∴
＠
分
裂
は
起
ら
な
か
っ
た
　
（
C

R
I
A
）
　
○
わ
れ
わ
れ
の
革
命
観
（
フ
ォ
ン
ト
ン
）

無
政
府
新
聞
蛤
号
（
ア
ナ
キ
ス
ト
ク
ラ
ブ
よ
り
改
題
）

世
界
市
民
1
号
　
○
世
界
市
民
宣
言

ア
ナ
キ
ズ
ム
2
4
号
　
○
生
産
性
向
上
の
手
に
乗
る
な

（山鹿）

国
際
ニ
ュ
ー
ス
1
号
（
ア
ナ
連
国
際
局
）
　
○
第
3

の
道
会
議
の
報
告

国
際
ニ
ュ
ー
ス
2
号
　
○
自
由
と
組
織
（
ウ
ド
コ
ツ

ク）国
際
ニ
ュ
ー
ス
3
号
　
○
ヒ
ュ
ー
マ
ニ
ズ
ム
と
革
命

（
オ
プ
レ
ラ
）

抵
抗
者
2
号
（
発
行
・
青
木
弘
）
　
○
単
車
宣
伝
か

ら
田
園
生
活
ま
で
　
（
小
山
）

抵
抗
者
3
号
　
○
大
杉
虐
殺
三
十
三
周
年
記
念

無
政
府
親
閲
1
9
号
　
○
権
力
の
あ
る
限
り
基
地
問
題

は
続
く

世
界
市
民
2
号
　
○
世
界
市
民
の
盟
約
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無
政
府
新
聞
2
0
号

ひ
ろ
ば
1
号
（
発
行
・
ヒ
ロ
．
ハ
の
会
）
　
○
平
和
を

求
め
る
も
の
　
（
崎
本
）
　
O
H
・
リ
ー
ド
の
社
会
哲

学
（
大
沢
）
　
○
ひ
ろ
は
を
ど
う
の
は
す
か
　
（
山
口

英
）
　
○
附
鏡
・
「
無
政
府
主
義
軽
詩
学
」

研

　

究

　

会

　

だ

　

よ

　

り

○
　
戦
後
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
運
動
史
を
テ
ー
マ
に
、
一
月
か
ら
研
究
活
動
に
取
り

り
組
ん
で
き
た
。
と
は
い
っ
て
も
、
こ
こ
二
ケ
月
ほ
ど
は
会
合
も
も
た
れ
ず

幾
分
緩
み
気
味
な
の
で
あ
る
o
研
究
会
と
し
て
の
成
果
は
、
今
年
一
年
の
活

動
期
間
で
年
表
と
資
料
集
と
い
う
形
に
ま
と
め
る
予
定
で
あ
る
。

○
　
こ
れ
ま
で
二
回
に
わ
た
っ
て
年
表
を
掲
載
し
て
き
た
が
、
こ
れ
以
降
（

ア
ナ
連
の
解
散
ま
で
）
の
分
は
今
後
二
回
に
わ
け
て
掲
載
し
て
い
く
。
資
料

的
な
面
で
の
不
備
や
、
ま
だ
十
分
に
こ
な
し
き
れ
て
い
な
い
点
も
多
い
し
、

ま
た
、
個
々
の
事
項
の
検
討
を
後
回
し
に
し
て
い
る
こ
と
な
ど
も
あ
っ
て
、

我
々
に
し
て
も
ま
だ
ま
だ
不
満
の
点
が
多
い
。
資
料
面
の
補
足
、
助
言
、
批

判
を
お
願
い
し
ま
す
。

○
　
研
究
会
の
仕
事
と
し
て
は
、
年
表
と
資
料
集
の
作
成
に
全
力
を
集
中
し
、

ノ
ン
．
ハ
ー
個
々
人
の
批
判
や
論
は
と
り
あ
え
ず
は
個
人
的
な
立
場
で
行
う
こ

と
に
し
て
い
る
o
　
こ
の
面
で
の
発
言
が
そ
ろ
そ
ろ
出
て
く
る
と
思
う
が
、
こ

れ
は
十
分
に
期
待
で
き
る
内
容
を
も
っ
て
い
る
だ
ろ
う
と
思
う
。

○
　
批
判
と
か
、
論
争
と
い
っ
た
活
動
は
本
来
き
わ
め
て
創
造
的
な
契
機
を

は
ら
む
も
の
で
あ
っ
た
が
、
我
々
は
そ
う
し
た
活
動
の
経
験
に
乏
し
く
、
ま

た
そ
う
し
た
蓄
積
を
も
っ
て
い
な
い
。
こ
の
こ
と
は
同
時
に
、
戦
後
の
運
動

史
を
み
る
と
き
に
、
一
つ
の
重
要
な
視
点
を
示
唆
す
る
こ
と
に
な
ろ
う
。
そ

し
て
、
今
後
さ
ま
ざ
ま
に
展
開
さ
れ
る
戦
後
の
運
動
に
対
す
る
批
判
な
り
論

争
に
お
い
て
、
発
言
し
批
判
す
る
人
は
同
時
に
自
ら
を
そ
う
し
た
矢
面
へ
と

置
く
こ
と
に
な
る
。
こ
の
こ
と
は
ま
た
、
今
後
の
活
動
と
運
動
す
べ
て
に
言

い
得
る
こ
と
で
あ
り
、
そ
の
た
め
の
方
法
と
手
段
を
探
り
つ
つ
、
身
に
つ
け

た
い
と
考
え
て
い
る
。

○
　
朱
に
交
わ
れ
ば
‥
‥
の
喩
で
は
な
い
が
、
い
つ
の
間
に
か
染
っ
て
い
る

の
で
は
な
い
か
な
と
い
う
気
詩
が
あ
る
o
こ
れ
は
つ
い
最
近
に
な
っ
て
、
一

緒
に
活
動
し
て
い
る
人
の
発
言
の
な
か
に
我
々
が
常
に
批
判
の
眼
を
も
っ
て

み
て
き
た
戦
後
の
運
動
の
体
質
に
通
じ
る
も
の
を
感
じ
た
か
ら
で
あ
る
。
こ

れ
は
ぼ
く
も
含
め
て
問
題
で
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
し
て
そ
の
た
め
に
も
、
は
く

た
ち
が
批
判
的
に
み
た
り
、
反
発
し
た
0
、
と
き
に
は
否
定
的
に
考
え
た
最

後
の
ア
ナ
キ
ズ
ム
運
動
を
、
理
論
的
に
検
証
す
る
必
要
が
あ
る
。
公
開
の
場

に
引
き
出
し
、
論
理
的
言
語
に
置
き
変
え
て
い
く
こ
と
が
そ
の
第
一
歩
で
あ

と
田
ざ
っ
o

O
　
い
く
つ
か
の
意
図
を
も
っ
て
、
ま
た
研
究
会
を
名
乗
り
つ
つ
年
表
作
成

の
仕
事
に
取
り
組
ん
で
き
た
が
、
ま
だ
十
分
な
体
勢
が
出
来
て
い
な
い
。
関

心
あ
る
人
の
参
加
は
歓
迎
し
ま
す
。
年
表
が
ほ
ぼ
作
成
さ
れ
て
い
る
の
で
、

こ
れ
を
機
会
に
研
究
会
の
進
め
方
を
改
め
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
で


